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LISAデータベースの特色と利用上の考慮事項

　　　　　　　　　　　　索引ファイルの観点から

The　Characteristics　of　Search　Keys　for　LISA　Databases

細　　野　　公

　　　　Kimio　H70somo

男

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Resunze

　　　　LISA　machine－readable　tapes　have　been　produced　since　1976　and　become　an　important

database　for　the　information　retrieval　systems　which　provide　“library　and　information　fields”

with　document　information．　LISA　tapes　are　the　replica　of　the　printed－versions　and　they　also

have　following　unique　access　points；

　　　1）　classification　codes，　made　of　CRG　classification　schedule．

　　　2）　two　kinds　of　uncontrolled　keywords　sets，　one　is　classification　headings　and　the　other

　　　　　　　is　the　entries　to　be　appeared　in　the　printed　alphabetical　subject　index．

　　　These　access　points　themselves　are　powerful　tools　as　search　keys　for　machine　systems，　but

search　methods　will　be　different　between　machine　and　manual　systems．　Therefore，　it　is　not

wise　to　use　them　which　are　devised　for　the　printed－versions　in　the　machine　system　without

any　modification．　For　example，　manual　searches　from　multiple　aspects　can　only　be　done　in　the

alphabetical　subject　index．　Classification　codes　and　classification　headings　are　made　only　for

single　aspect　searches．

　　　This　paper　analyzes　three　kinds　of　access　points　from　the　point　of　recall　and　precision，

and　presents　access　procedure　from　their　constituents　to　the　access　points　and　reasons　why

they　are　valuable．
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LISAデータベースの特色と利用上の考慮事項

　　　B．タグの種類

IV．　LIS・4テ・・・…一プ用索引ファイル

1．序

　　A．

　　B．

V．結

アクセス・ポイント

索引ファイル

　　語

　過去十i数年間における機械可読デt・…d・タベースの急増

は，オンライン情報検索および情報伝達技術の進歩と相

まって，情報提供活動に大規模な変革を生じさせつつあ

る◎

　1960年代におけるMEDLARSテープの普及や1971年

に稼動を開始したMEDLINEは，このような変革を触

発した大きな要因の1つである。以来，データベースの

数の増加は著しく，1977年時点では情報サービスに定常

的に使用されるデータベースは500種を越えたとの推定

がなされた。1）

　現在，DIALOG，　ORBIT，　BRS，　JOISなどの商用オン

ライン情報検索システムが興隆しており，その他様々な

オンライン情報検索システムが稼動している。このよう

なシステム相互間には，コマンドや操作方法などに差異

があり，複：数のシステムを利用するにはその使い分けが

必要である。従って，個々のデータベースの構造やIR

システムの特性にかかわらず一定の標準的な共通コマン

ドや操作方法によって検索できれば便利である。ここに

CONIT　（COnnector　for　Network　lnformation　Tra－

nsfer）思想2）やシソーラスにおける中間辞書の開発など

の考えが生まれる所以がある。

　しかし一一方ではデータベースの構造は主題領域の特徴

を充分反映すべきであり，またシステムのコマンドや操

作手順もデータベースの特徴に合致させるべきとも考え

られる。例えば，化学分野のデー一・一・一タベー・一・‘・スCAConを収

録するIRシステムでは，キーワー・ドや著者名など通常

の検索キーの他に，セクション・サブセクション番号や

化合物の登録番号などからも検索ができれば非常に便利

である。TOOL－IRではX線結晶学データベースの検索

には，化合物名検索のための特別なコマンドとして，

COMPOUNDとFRAGMENTが用意されている。3）
　さらに，図書館・情報学分野のように主題範囲が流動

的で，周辺分野との境界線および周辺分野の領域の設定

が困難なところでは，データベースに収録される一次情

報および検索キーの形式は，安定した主題領域を対象と

したデータベースの場合とは異なるであろう。（例えば，

流動的な分野では索引語は統制語いにもとつくよりも自

由キーワード方式に従う方が得策であろう。）

　従って，現在の段階ではIRシステムは，そのIRシス

テムで使用されるデータベースの特徴と密接に関連した

ファイル構成，検索機能，操作手順を持つことが，質の

高い情報検索サービスを提供するために必要である。

　本稿では，図書館・情報学分野のデータベースである

Library　and　infornzalion　Science　Abstracts　（LISA

と略称する）をとりあげ，その特色を紹介し，上記の観

点に立ち利用の側面からLIS・4をデータベースとする

IRシステムの索引ファイルについての考察を行う。

II．　LISA

　A．刊行の経緯4）・5）・6）

　LISAは，　Library　Association（LA）から刊行され

ていたLibrary　Science　AbstraclS（LS・4，季刊）の後

身である。

　1940年代の終りにR．N．　LockとC．　Muriel　Lockは，

おもに図書館学を学ぶ学生を対象にしてタイプ印刷の小

規模な抄録サービスを始めたが，このサービスの対象を

図書館現場まで拡大できるようにするため，1950年に

LAがLock夫妻を編者としこの抄録サービスを発展

させた正規の抄録誌を刊行した。これがLSAである。

1951年にはH．Allan　Whatleyが編集を引継ぎ1968年

までその職をつとめた。抄録の編集作業は当初から編集

者や協力者の本業の片手間に行われてきたが，1960年忌

の後半になるとこのような処理方法では情報量の増大に

対処しえなくなり，専任のスタッフが必要となってき

た。

　1960年代は図書館界を取り巻く環境にも大きな変化が

生じた時代であった。情報科学が興隆し，旧来の図書館

学分野にも経営管理技術，コンピュータ，利用者研究な

どが導入され，図書館学自体も変化した。そしてこのよ

うな時代の傾向を反映して新しい抄録誌が生まれた。例

えば，1963年創刊のInfoγmalics　Abstracts（Refeγa・

tivny－i　Zhumal　；lnformatikaの英語版），1966年創刊
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のDoczamentation　Abstγacts（lnfoγmation　Abst7acts

の前身）などである。同じ頃Aslibが情報科学を対象と

した抄録誌の刊行を検討していた。

　かくして情報量の増大と主題領域の拡大は，LSAの

編集・刊行作業の変更を余儀なくした。LAは1968年に

Aslibとの協力関係を樹立しAslibから情報科学分野の

抄録の提供をうけるなどして対象主題領域の拡大をはか

り，図書館学だけでなく情報科学ならびに複写，出版な

どの周辺分野の文献をも抄録の対象とするように編集方

針を変更した。この変更に伴い編集責任者がTom　Ed－

wardsにかわり名称も1969年1／2月号からLISAと改

められ隔月刊で刊行されるようになった。

　手作業で刊行されていたLISAは，収録される抄録数

の増大（例えば，1973年前約3000件，1974年は約3700件，

現在は約4000件）につれ，年間索引を中心に刊行の遅れ

が顕著になってきた。これは1974年から国際色を深めた

ため（抄録対象の地域的範囲を拡大），　データ処理量が

増大したことによる。この変更は購読価格にも影響を与

え，1950年以来継承されていた個人でも購入可能な価格

政策が放棄された。また，国際化を反映し英国外からの

購読が増加し，例えば1950年中期のLSAでは購読者の

45％であったのに対し，1970年代中期のLIS・4では80％

となっている。

　LAは収録方針の変更により生じた情報提供の遅れに

対処するために，同時期にLISA刊行の機械化を検討し

た。その結果INSPECの協力のもと1976年1／2月号から

機械編さんが実施され，現在に到っている。刊行の機械

化に伴い副産物として生まれる機械可読版の．LISA磁

気テープは，Learned　Informationから頒布されてお

り，現在印刷版に対応する隔月刊の新規テープと，1969

年までさかのぼる累積テープとが用意されている。

　B．構　　成7）・8）

　LIS　4の印刷版は，隔月に刊行される抄録誌本体と年

間索引とから構成され，抄録誌本体は，記事，著者索引，

件名索引から構成されている。各記事はClassification

Research　Group（CRG）で開発された図書館・情報学

およびその周辺分野を対象としたファセヅト分類表，

A　Classification　of　Libptary　and　lnformation　Science

の分類記号にもとづいて配列されている。各記事には第

1図で示すように，CRG分類表にもとつく分類コード，

分類標目，抄録番号，標題，著者，出版事項（あるいは

掲載誌名・巻号表示），対照事項，抄録が記載されてい

る。もし記事が会報のような合集である場合には，記事

全体としての抄録の後に前章の抄録番号が表示されてい

る。

　LIS・4を使用した文献検索ではCRG分類表にもとづ

き該当する分類記号の項で記事を逐次通覧する方法があ

るが，このような一面的な検索の非能率を補うために件

名索引（alphabetical　subject　index）と著者索引があ

り，どちらも年間索引に累積される。

　LISAが使用しているCRG分類表は，未公刊の1971

年版であり，概略は印刷版各号の冒頭に示されている。

この分類表では，図書館・情報学分野の重要な主題をア

ルファベットの大小文字で，周辺分野の主題を数字で表

現している。しかし図書館・情報学固有の分野でも場所

の共通細目はDCの地理記号，利用者の専門分野あるい

は図書資料の主題分野はUDC番号を使用している。

　分類コード，分類標目，件名の付与は，抄録の主題分

析にもとづいて行われる。主題分析の結果は例えば，

“Planning　the　building　of　the　teacher　college　lib－

rary　at　Cardiff　College　of　Education”のように句形

式で表現される。次に主題構成要素にCRG分類表面の

／一分繍

獺コー＿＿1黛欄／

出版驚フr齋糠謙認趣綿

　　抄録

対照事項
　　　　著者

eports，　1970－1976．　Daniel　Gore．

91）。川us．　ta　blcs；　rc　fs．（Ncw　direc一

　　　　　tions　in　librarianship　No」）．（iSBN　O－837レ9881－X）．

　　　　一一一一一＞Compriscs　rcprin150f　somc　ofξhc　authors’p叩crs・and　a置1nual　repOrts，
／197・一76．・f・h・M・cal・・…C・11・g・Lib呵・f　whi・h蜘th・・i・Di・ect・re

　　　　　The　papcrs　in　the　l　st　part　of　the　work，　covcr　such　topics　as：　library　funds，

　　　　　availability　of　stock，　library　management，　and　measurcm¢nt　of　library　pcrfor”

　　　　　mancc．　（D，A，C．）

第1図　LISA印刷版におけるレコード（記事）の構成
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適切な記号が割り当てられる，上例では，Qi（buildings），

Nbm　（planning），　Gk　（teacher　college　library），　D　29一

（場所の共通細目，Cardiff）となる。これら記号を一定

の順序（citation　order，結合順序）で結合して分類コ

ードが作成されることになるが，LISAが採用している

結合順序は以下の様である。

（1）　S／Z

（2）　N／R

（3）　J／M

（4）　E／H

（5）　Ab／D

処理，作業

組織，管理，サ・一・・ビス，資源

資料，資料・図書館の利用

図書館，利用者

共通細目（場所，時，主題，形式）

　従って上の例では分類コードはQiNbmGkD27とな

る。なお1969～70年とそれ以後では使用するCRGの分

類表に違いがあるので，分類コードから検索する場合に

は，1969～70年のLISAはそれ以後の’ものとは異なった

出版物と考えた方がよい。

　一方分類標目は，主題から抽出された重要語の集合で

あり，上の例では　Buildings．　Planning．　Teacher　co－

11ege　libraries．　Cardiff　College　of　Education　（UK）

となる。

　件名索引に収録される件名も抄録の主題分析の結果得

られたキーワード句から作られる。従って表現される概

念は分類標目とほぼ同様であるが，chain　indexing手

法にのっとって作成される。

　一般にchain　indexingでは，まず本文の見出し（分

類コード）と逆の結合順序で重要語を結合させて件名を

作成し，以下順次最左翼の重要語を落してさらに件名を

作成していく方法をとる。しかしLISAではこの方法で

機械的に作成するのではなく，作成された件名が検索キ

ーとしての効果を高めるように，また重要語の結合順序

がなるべく自然の順序に従うように修正がほどこされて

いる。また，補足的な重要語をつけ加え，より多くの検

索キー（件名）を提供する工夫がなされている。上例で

の件名は以下のようになる。

　Cardiff　College　of　Education　（UK）：　Teacher　col－

　　　Iege　libraries：　Planning：　Buildings

　Teacher　college　libraries：　Planning：　Buildings

　Pianning：　Buildings：　Libraries

　Buildings：　Libraries

　Library　buildings

　Architecture：　Library　buildings

　なお，件名索引には件名の他に，必要に応じて“を見

よ参照”，“をも見よ参照”などがなされている。

〔例〕Bookmobiles．　See　Mobile　libraries

　　　A．L．A．　See　American　Library　Association

　　　Indexing：Subject　See　Subject　indexing

　　　Public　libraries　See　also　County　libraries，

　　　　　District　libraries，　Municipal　libraries，

　　　　　Rural　libraries

　ところで件名では複合主題は基本的な主題のコロン結

合で示されることが多いため，意味のあいまいな件名が

生じる。例えば，Staff：Librariesは1ibrary　staffな

のかstaff　libraryなのか判断できない。このようなあ

いまいさを避けるためLZSAでは一種のロールを採用し

て，次のように処理している。

〔例〕Staff：libraries：（Type　of　library）

　　　Staff：　Library　staff

　C・収録範囲とタイムラグ

　図書館・情報学分野をカバーする二次資料としてLl

SAとよく比較されるものに，

（i）

（ii）

　（iii）

　（iv）

　（v）

があり，

lnformatin　Science　Abstracts　（ISA）

Bulletin　Signalitique　；　Science　de　1’informa－

tion　documentalion　（BS）

Referativnyi　Zhurnal　lnformatika　（RZI）

Co吻uterα％4　Con〃01！1∂s〃acts（CG4）

Library　Lileralure　（LL）

Gilchrist等（1971）9），　Dansey（1973）10），

Edwards（1976）11）などによってこれらの二次資料の収

録範囲，タイムラグの調査が行われている。

　1．収録範囲

　LISAが対象とする主題領域は，図書館・情報学全般

および出版，複写，書籍販売，書誌，印刷，読書などの

周辺分野であるが，索引誌とは異なり収録雑誌の記事を

網羅的に採録するわけではない。例えば，ニュース，特

定主題の書誌，1頁以下の記事，編集者への手紙などは

収録されない。12）・13）とくに創刊当時は採録数が2567件

14）と現在に比べ少なかったため，採録もれに対して具体

的な指摘がなされている。15）

　LISA，1SA，　BS，　RZろCCAの1971年版を対象に

Danseyが行った主題領域の分析では，　LISAは他の

二次資料に比べ図書館学関係のi雑誌からの記事の採択が

情報科学・ドキュメンテーション関係のものよりも多

く図書館学分野が強い反面，コンピュータ科学，複写，

経営科学などの周辺分野が相対的に弱いことが指摘され

ている。Edwardsの調査は上記の5誌にLLを加えた

6誌の1973年版を対象にDanseyと同様な分析を行った
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ものだが，その調査でもLIS・4はししと共に図書館学が

強いことが示されている。

　LISAを含む二次資料間での収録雑誌の重複量につい

ても調査がなされている。Gilchrist等が行なったLl

SA，　ISA，　RZ1（英語版）の1969年版を対象にした調査

では，3誌全てに採録された雑誌数は51誌であった。一

方Danseyの調査（4誌を対象）では40誌，　Edwards

の調査（6誌を対象）では13誌が共通であった。

　資料の形態別では，LISAは逐次刊行物からの記事の

収録はよいが，会議資料，レポートなどの非逐次刊行物

の収録状況は充分でないとの結果がDansey，　Edwards

の調査で示されている。なお，Edwards16）によると

1973年および74年版での非逐次刊行物の割合は，それぞ

れ13％，17％であり創刊以来あまり変化はない。

　2．　タイムラグ

　Turtle17）は文献が公刊された期日とそれがLISAあ

るいはLしに収録された期日との時間的ずれを月単位で

調査した。調査対象は1972年版から抽出された318文献

（LISA）と1607文献（LL）である。　LIS・4は抄録誌であ

るからしLよりも1文献あたりの処理時間は長くなるで

あろうが，これはししの収録範囲の広さ，収録数の多さ

で相殺されると仮定している。結果はLISAの場合タイ

ムラグの平均，モード，申央値はそれぞれ3．8ヶ月，2．0

ヶ月，2．8ヶ月であり，Lしでは6．7ヶ月，4．0ヶ月，4．7

ヶ月であり，LIS・4の方が短くなっている。また地域別

の平均タイムラグも第1表のようにLISAが短い。

　一方，Gilchrist等は，1969年のLISA，1SA，　RZI

に収録された16誌とこの3種の二次資料が　Aslib　lib－

rary　に受入れられた期日を調べ，原文献とその抄録と

のタイムラグを求めた。それによるとLIS・499日（対象

は115文献），1SA　427日（332文献），　R2ヲ1165日（182文

献）となっている。同じ調査方法でDansey，　Edwards

もタイムラグを求めている。これらの結果をTurtleの

第2表 図書館・情報学関係二次資料のタイムラグ
　　　　　　　　　　　　　　　　単位：日

二　次
資料名

LISA
LL
ISA

RZI
BS
CCA

　1969
（Gilchrist）

99

427

165

　1971
（Dansey）

99

382

194

124

86

　1972
（Turtle）

114

201

　1973
（Edwards）

144

282

282

223

182

97

第1表しZSAおよびLL地域別タイムラグ
　　　　（TurtleとRobinsonの調査による）単位：月

オースト
ラリア・
ニユージ
ラソド

ヨー1コ

ツノ、

調査によるものも含めて示したのが第2表であり，　Ll

SAの速報性は他の二次資料よりは高いといえよう。

北米 英国 アジア アフリカ （A）

III．　LISAテーープ

LISA

LL

3．　6

4．　5

1　2．，

5．　7

1．　9

6．　6

4．　4

19．　0

8．　1

8．　2

3．　6

11．　8

3．　8

6．　7

s．11　lo．7 （，CD　＞1

　A．構　　　成

　LISA磁気テープは印刷版の機械編さん化に伴う副産

物として1976年に生まれたもので，印刷版の各号に対応

し年6本のテープが頒布されている。

　LISAテープでは各記事に対応する各論理的レコード

は，1ブロック2000バイト（文字）の物理的レコードで

（B） 4．41　4．9 5．　7 14．　7

注㈲地域差を考慮しない場合のタイムラグ（B）LISA
　　としLをまとめた地域別タイムラグ　⑥誌別，地域

　　差を考慮しない場合のタイムラグ

第3表　レコr一・・…bド長の分布　　単位はバイト（文字）

レコド
ド長

一399

400
－599
600
一一一V99

頻度

1

22

22

最短長3731

レコ　
ド長

800
一一X99

1000
　一一1199

1200
　一一一一1399

頻度

53

79

134

最大長29121

レコー
ド長

1400
　一一一一1599

1600
　一一1799

1800
　－1999

頻度

1　ii6

60

31

平均長1353

1　レコリ　　ド長

2000
　一一一2199

2200一

頻度

21

12

リ　一　ダ ディレクトリー
FT
データフィールド

FT RT

『　　－胃胃

注：FT　lまフ1・・一・’ル・ド：タPtミネータ，　RTは・レコードタt…■ミネータを表わす

　　　　　　　　　　第2図　LISAレコードの構造
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LISAデータベースの特色と利用上の考慮事項

一レコードの状態一一インディケータの長さ
一一 激Rードのクイブ， 一ディリミタの長さ

・一P＝ディレグトリ構成要素の長さ

レコードの長さ

l

N A 未使用 1 1
書誌的データの

始まり番地
未使用

1

4 5 未使用

。

4　5　6　7 9　10　11　12　16　17
　　第3図　リe…一・ダの構造

19　20　21　22　23

表現されている。論理的レコードの長さが2000バイトを

越える場合は，複数個のプロヅクで表わされるが，論理

的レコードの最大長は6200バイトに制限されている。第

3表は1979年1／2月号におけるレコードのレコード長を

示したものである。

　記録形式はMARCフォーマットとほぼ同様であり，

ISO　2709「書誌情報交換用記録形式」に従っている。第

2図はレコードの全体，第3図はリーダの構造を示した

ものである。

　リJ・・・…ダ部分のレコードの状態とタイプは当分の間常に

N（新規レコード）とA（印刷物）である。またインデ

ィケータおよびデリミタの長さはMARC（いずれも2

字）と異なりいずれも1字である。ディレクトリは各レ

コードを構令するフィールドの種類（タグ），長さ，始

まり番地を示すもので，MARCと同様にそれぞ3桁，

4桁，5桁の数字で表現されている。しかし使用されて

いるタグ番号はMARCとは異なっている。

　LISAテープで使用されている文字セットには，大文

字と基本的な記号だけを含む交換用文字セヅトと，大小

文字，イタリック，ボールドフェイスなどの識別記号，

さらに特殊記号をも含む完全文字セットとがある。完全

文字セットで作られるテープは印刷版作成用であるた

め，機械検索に使用する際は識別記号の削除などデータ

の修正が必要となる場合がある。

　B．タグの種類

　タグの種類とその内容は，1976年にLearned　Infor－

mationから発行されたマニュアル18）に示されている

が，以後変更がなされた個所もあるので，1979年1／2月

号のプリントアウトを参考にして以下に言及する。

　001　コントロール番号：タグ300と同じ内容で印刷

　　　版の抄録番号に相当する。西暦の後2桁と一連番

　　　号で表わす。

　100　標題（英語）：標題が英文でない場合は英訳標

　　　題。

　101標題（原語）：非アルファベットの場合は作成

一　126　一一一

　されない。

110　抄録本体：当レコードが副出である場合には抄

　録はなく，このレコー一一・・ドの抄録が収録されている

　レコードへの参照が示される。

　例：FOR　ABSTRACT　SEE　ENTRY　AT
　CLASSIFICATION　NUMBER　HdAw
111抄録の補足：学会報や論文集のような合集の場

　合は，合集全体だけでなく個々の論文も抄録の対

　象となるが，その際の補足的なデータを収録する。

　例：THE　FOLLOWING　ARTICLES　HAVE
　NOT　ABSTRACTED　・・・…

120分類コード：CRG　1971年版にもとずく分類記

　号。

121分類標目：分類コードにほぼ対応し各記事の見

　出しとなるキーワード。印刷版では分類コードの

　後にダヅシュをはさんで表示されている。

130件名：印刷版の件名索引に収録されるキーワー

　　ド。補足として使用されるキーワードはカヅコで

　示される。

　例：WRITING（OF　HISTORY：OF　LIBRA－

　RIANSHIP）　HISTORY　（OF　LIBRARIAN－

　SHIP）　HISTORIOGRAPHY（OF　LIBRARIAN－

　SHIP）

133呼出指示：当レコードが副腎である場合には1

　が与えられている。

150　掲載誌名，合集名，収録書名：

160　言語：

200著者：

202　団体著者，補足：タグ200に収録された著者名

　の変形もここで示される。

　例：CORRY，　E・LOWRY一（200ではCORRY，

　ELIZABETHとなっている）

210　編者：合集の場合はここに収録される。

300　抄録番号：コントロール番号と同じ。

301　サブレコード指示：合集の場合個々の文献の抄
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　録も作成されるが，抄録された文献の・一連番号

　（コントロ　一一ル番号の西暦を落したもの）を示す。

　eijg：　102／190／201／272

400　書誌事項：雑誌論文では半乾，年，頁など，単

　行書や合集などでは出版事項・対照事項を示す。

IV．　LISAテープ用索引ファイル

　機械検索では普通，検索時間を短縮するために検索キ

・一 ﾆしての利用頻度が高いと思われる項目をレコードか

らとり出し，検索用の索引ファイルが作られる。その際，

効果的にデータファイルヘアクセスできるように，デー

タベースあるいはそのレコードの特色をよく考慮して索

引ファイルを作ることが望ましい。

　A．　アクセス・ポイント

　LISAテープをデー一・・一タベースとするIRシステムでは

索引ファイルの種類として考えられるものとして，著者

（200，202，210），分類コード（120），分類標目（121），

件名（130）がある。

　著者には，個人著者，団体著者，編者，会議名などが

含まれ，重要なアクセス・ポイントである。

　分類コードは，LISAでは唯一の統制された検索キー

である。ファセヅト分類表にもとづいて作成されるた『

め，コードは組合せによって作られた最終の複合概念だ

けでなく，その構成概念をも明瞭に示している。例えば

分類コードJaBgeのJaは図書館利用，　Bgeはリサー

チを意味する。従って分類コードではその構成要素もま

たアクセス・ポイントとすることができる。

　分類標目は分類ヌニドの自然語訳ともいえるが，必ず

しも対応しているわけではない。例えば，BvrD437－

CzechoslovakiaのようにBvr（図書館学教育）に関す

るキーワードがない場合がある。しかし一方では比較的

多くのキーワードを付与して分類コー．ドよりも詳細に主

題を表現している場合もある。

〔例〕　GfD485－Technological　University　Libraries．

　　　Sweden．　Chalmers　Tekniska　Hoegskala．　Lib－

　　　rary．

分類標目には個人名，機関名など固有名も多く使用され

ており，特定的な検索に有効である。分類コードにも

Bko（LA），　Bji（STE）におけるLA（Library　Associa－

tion），　STE（Steinberg，　Heinz人名）のように固有名が

使用されるが，その数は分類標目に比較して少ない。な

おこれらの分類コードに対応してその完全名が分類標目

に表示されている。第4図は1979年1／2月号における分

FOし．KEFt18し！CTE：KER，；E　S　AロT〔り｝イAτ1CM　SYSTEri　（FAUS‘「⊃

FOOD　TE（二HNOLGGY
FOR　PAI’ENTS

FORMATS
FaRMS
FORTHCOMING　EVENTS　BULしE了1NS
FRANCE
FRANKFURT　BOOK　FAIR　（lq78）
FREεD〔：，　b4　CF　：NFORトぞA丁1GN　A⊂τ　AND　PF．1VACY　AC’1’

FRENUENCY　DlSTR’IBUTIONS
FUNEN
FURTP・ER　EDUCATrO．　Ni’

FUTURE　DEVELOPMELN’TS
FUTURE　EVENTS
GEDANKEN　INDEXr．NG
GENERAし．　TREArMENT
GEOARCHIVE
GEOGRAPHY
G：DEP　（GOVERNMENT－INDUSTRY　DArA　EXCHANGE　PROGRAM）
Gr“．一soyA’

GLADSAXE
GLASGCN　UNIVERSrTY
GOETEeORGS　UNIVERSITET
GOFFMAN・S　TRANS1了10N　〔IF’吋ORiく　〔〕（：CV，RRεN（：εS

GOTHENBVRG
GOvERN，AENT　DEPARTMENT　し18RAR！ES
60VERNrAENT　PLANNI‘NG
GOVERN・1ENT　PUBし1（AT1ONS
GOVERN，・tENT　STATIST；CAL　SERVICE
GOVERNN・SEr・“T　STATIST：CS

GRADUATE　し1BRARY　S（二HO〔〕LS
GRADUATE　SCHOOL　nF　SOCIAL　”ORK　INVESTIGAT：UN
GRADUATES
GR（　NINCiEtV

GUIDES　AND　HASDI．r：C・KS
i－EALTH　A，siD　SAFETY　EXEC！jTrVE

HEALTH　AND　SAFETY　LABORATORIES
HEALTH　EDUCAT！eN
HEERεNし00　1NST：TUTE
HEIしOO
HI’ fHER　EDUCATION　LIBRARlES
H！STOR！⊂AL　ABSTRA（二TS　AIiD　AM∈R：CA：　H：STORY　ANO　しIF…：

HISTORY
HOECHSr　AG
HO」0了H∈：卜4E　⊂BNC∈：PT

HOSPrTAL　L：ERARIES
HOSP1TAし　ρATIENT　し．i8RARtES

HUMAN　RTC，HTS
HUMBERS！Dε　AUDIO　VISUAし　CATAし0（…UE

HYBRID　ACCESS　METHOD
：BM　STA；P．S
：（ELA卜‘D

1しLINO！S　UN：VERSITY
TMPACT　．MEASURE：AEr；T
VA　Pし1⊂ATI〔】NS　Fr〕R　DERWENT　PUBLI⊂ATIONS　しTD
If・！　Pし！CAT：ONS　OF　　PUBし：fHIN6　AND　FOGKS∈：しし！5；（≡

1μPし1⊂AT！ONS　OF　LAh
IF｛PLlcATIf）s；S．　nF　t？EAb：EiG
l卜‘一し！卜」；三　！N‘FORNsAT工ij㌧　「？EτR：…三VAL

lN－SERソ1ぐε　TRAI～Y卜｛G

　　　　　　　第4図　分類標目の例

類標目の一例である。

　件名は印刷版の件名索引に収録されるキーワードであ

るため，LISA件名索引の大きな特色である　chain

indexing手法によって作られている。従ってその数は

分類標目中のキーワード（句）よりもはるかに多く，キ

ー・一一・一 潤[ドの形，主題の表現方法は，分類標目の場合とは

異なっている。

〔例〕分類標目　History・Writing・USA

　　　件名　Writing（of　History：of　Librarianship）

　　　　　　History　（of　Librarianship）

　　　　　　Historiography　（of　Librarianship）
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LISAデータベースの特色と利用上の考慮事項：

　　この例から明らかなように，分類標目が主題を表わす

構成概念の単なる列挙である場合が多いのに対し，件名

では前置詞やカッコを使用して構成要素にロール機能を

持たせ主題の文脈がわかるようになっている。これは

LISAテープが印刷版のレプリカであるためである。つ

まり印刷版ではレコードがファセット分類にもとつくカ

テゴリー順に配列されており，分類標目は主題の文脈が

明示されている分類コードに引続いて表示されている。

（第1図参照）従って，分類標目にはカテゴリーを示すキ

ーワードを必要としないし，また主題の文脈を考慮する

必要もない。前例の分類標目にLibrarianshipがない

のはこの理由による。一方件名はレコードの配列とは全

く独立であるから，構成概念を網羅しかつ主題の文脈を

表示することになる。

索引ファイルはレコードの配列順序と全く独立に作成

されるため，機械検索では手検索の場合と異なり， レコ

ードの上述した配列順序は検索時に何んらの情報も与え

ない。この点から“ことば”を使用したアクセス・ポイ

ントとして件名も有効である。

　　件名の第2の特色は，国名・；地名以外の固有名が使用

されていない点であり，また分類標目として固有名が使

用されている場合には，件名が付与されないことがある。

FI’、AN（；E（！卜‘FしUEN（E：　ON　CUし．TUF～AL　USE　r〕F　MATヒ，R：AしS；　し19PA臼！εS）

FINGERpRIN了　TE（H吋1f・）UE　（ρRE－1801　30GK、S3　（し〕，4P…JTER1SED　PRit、TE　：P　UN10N　（ATAし〔．1　（；　UE：S）

FrPE　PREVENTION　（LrPRARY　BUILD！NGS）
FO－SO　SER！F．：S　（：NTEGRA了！Vε　し∈VEしS　THE：nRY3　PRP“⊂！Pし∈：S：　SYSTP」AT．：CtSU．E　J∈：⊂T　〈0ししf〕CAT

FOOD　TECHNr：）LOGY　（COVERAGE　PY　AP．STRACTING　AND　INDEXING　SERvlCES）
FeCD　TECHNnLOC）Y　（COVERAGE　BY　lh“FOR，t，AT！，O“i　SERVICES）’
FCUD　TECHNrlLOGY’（INFOR？“！，ATrrbl　W［．llRK）’

F’OCD　TECHNoしOGY　（LIBRARY　NATER1AしS）
FOPE：GN　しANGUAGE　TRANSLATIGNS　（ART！（＝しεS：　pE：R！OD！⊂AしS3　S⊂1E：㍉（：E　AND　TE⊂HNOLOGY3　し1

FnRFA　OF　HEADING　（CLASSTFIED　CATALOGUE　CODE）
FOF～MATS　（（0図pUTER1SεD　B：Bし10GRAPH：C　RE⊂CiRDS》
FORMATS　（MrCRC）FQR，MS　（FRIN6E　SUe・JECT））
FORMATS　（OUTPUT：　SEAR（H！NG＝　ON願LINE　INF〔｝RμATION・RE：TR！EVAし）
FORト4S　（STRATεG1ES3　SEAP⊂H1NG＝　nNeし！NE　：NFORMAT10N　RETR！E；VAL）
FORTHCOtvllNG　EVENTS　（INFORMATIO5；　BULLET：N5　ON）
FRAN（二E　（LIBRARY　LAW　’：　AND　RE：GUしAT：ONS3　LIBRAR：ANSHIP⊃
FRANCE　（TE：XT！LES＝　（：0｝4PUTERlSED　l　Ul＿了：L！NGUAL・：NFORMAT：ON　SE：ρVI⊂ES》

FRANKFUP．T・（WEST　GERト4ANY）　（INTERNA了10NAし　BOOK　FAIRS：　READ：P、6　pROMO了：UN3　C卜41LDREN》
FRECvUENCY　D！STR：8UT：「囚S　（B：8L！OME：TR：（S）
FRENOENCy　DisTRiBOTIoNS　（w：ORDS：　STATISTICAL　TECHNSNVES：　AuTOMATIC　SUBJECT　IINDExl
FUEし　！NDUSTFIY　（INFORMAT：ON　WORK）
FUND　ALLOCATION　（BOOK　FUNDS＞
FUNDS　（BOOK　FUNDS）
FUNEN　（DENMARK）　（COVNTY　RESOURCE　CEtyTRES：　ROLE　IN　SCHOOL　RESOURCE　CENTRES）
FURTHER　EDUCAT10N　（しIBRAR1ANSH！P》
FUTURE　DEVELOPMENTS　（ADMIN！STRATION：　OF　INFORMATION　WORK）
FUTURE　DEVE」OP卜eENTS　《S⊂OTしAND：　しIB－R　AR1AhSH1P）
FuTuRE　DEvELOP’VENTS・（SLovAK！A．　L！BRARIA，，SHIP）
FUTURE　DEVEしOPMENTS　（wEST　GERMANY3　0N止しlNE　UN1ON　CATAしOGUES）
GEDANKEN　INDεX！NG　（UT：し1・TY－BASED．（＝R1TER！A：、　TERM　SEしE⊂T1n．　N＝　SUBJEC了　：NDEX！NG）

GENERAL　piJBLIC（ROしE　IN　YUNICIpAしUBRAP：ES：PARTICIPAT：VE　NANAGEIイE町塁DECISION
GE〔〕GRApH1（：　LO⊂AT10N　（SITES＝　BU！LD：NGS：　し1BRARIεS）
GEOGRAPH！⊂　LO⊂A了ION　（S：TES2　NORGES　BIFし10TE：KHOGSKGしE：3　NORWAY3　GRADiJATE　し：BRARY　S
GEOGRApHI⊂AL　FA（TORS　（！NFLしEN（：∈：　CN　VAR！AT：ONS3　（lTAT：0　’・5　A！　AしYS：S：　AR丁：（：し、ES3　pER1

（3EGGF～AρHY　（ONoしINE　INFORMATI〔〕N　RETR1EVAし）．
GI，MSOYA　（NURWAY）　（MOB1しE　LIBF～AR！ES：　（二CUNTY　LIBRAP！ES）
GLADSAXE　（DEi；ViARK）　（MUN1（二：pAし　しleRARIES：　BL！ND　AN〔♪　pART：AししY．S∫「■　H．「［ED：　USεRS：　TAL

GOFFMANeS　TRAI　SITInN　OF　NORK　OCCURPENCE＄　（STATISTICAL　TECHNIDUES：　AUTOMATIC　SuBJ
GOTHENBURG　《S，NEDEN）　（ADVI⊂E　（；ENTRES：　SOC：Aし　SERV1（二E：So　（；ONSUMER　PROTヒ⊂T：ON　AND　TO

GOTHEN6URG　（SWEDEN）　（し1BRAP：εS）
GOvERNr・1E，vT　DEPARTMENT　し！BRAR1ES　（（しASS：F：（：ATION　AND　CATALOGUrNG⊃
（∋OVERNMENT　PLANN：NG　（し1BRAR！ANSHIP）
GOVERNbAENT．　F）UBLICATIONS　（DeCUMENT　DELIVERY）
GOVERNN1ENT　PUBLICATIONS　（LrBRARY　STOCK）
GOVERNりENT　S了AT1STI⊂S　（FIAGN・ET！⊂　TAρE．：　（二〇FtPUTER：SED　：NFt：RMAT：つ～　SE：RV：（：ES：　USE　FOR

GRADUATES　（STUDENTS・：　USERS：　しIBRAR！ES）
GRnNINGEN　（NETHERしANDS）　（NUR≦ERY　S（：HOOL　し：BRARIξS：　ROLξ　1！　しANGUAGE　DEVEしOPト4ENT＝
GUIDES　AMD●HAND8nOKS　（USE　pRO卜40TltT）N：　しIE・　RAP！εS）

HANDBOOKS　AND　GUIDES　（USE　PROMC，Tltr）N：　Llel　ARIE5）
HASH　FUN（＝T：O“gS　（VSE　FOR　（二1－i　E　，AISTRY：　STRAT．EGIES：　SEAR（H！5｛G：　C：lloLINε　r’IFORMATEON　RE

HEAD：b，gGS　（CHVICE：　CLASS！FIED　CATALOGUE　C，f］DE）
；一IE：ADINGS　（FOR図ヒ　CしASS！F1ED　（A了Aし0（三UE　（ODE）
HeEALTH　（OC（UpAT！QNAし　HEAしTド　し：BRAR！ES：　・GOVE：；？　NME：NT　DεPARTuEr・T　し16RAP：εS）

rE！LOO　（NETHERLANDS）　（BRANCH’し！BRARlES：　，4UN！（：lpAし　しIBRARiES3　・eUIしD1へi6S）

HERZEGOVINA　（YUGOSLAV！A）　（し18RAR：ANSHIP）
HIGHER　EDU⊂AT！．　CN　LI：BRAR：ES　（GOVERNM∈：NT　ρしApgNI卜‘6）
H！GHER　EDU⊂へT！ON　し：BRARIES　（GU1DES　AND　HAN【）らr〕OKS：　USE　PFOtwiU了：ON）
H1GHER　Er）U（＝ATInN　し11　RAR！∈：S　（NFWSρAPE＝～S2　STtl⊂く）

HIGHER　EDUCATInF“　LrERARIES　（PLANNING：　BUDGETS）．
HIGHER　EDUCATInyN　LIBRAR！ES　（PLANNI．NG：　COnPERATItt？‘）

第5図　件名の一例
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従って，件名は固有名からの検索には適しているとはい

えない。第5図は1979年1／2月号における件名の一例で

ある。

　B・　索引ファイル

　IR　システムの評価基準には，応答時間，コスト，デ

ータファイルや索引ファイルの更新の容易さ，再現率，

精度などがあるが，ここでは再現率と精度の面から　Ll

SAテープの索引ファイルについて言及する。

　1．分類コードプアイル

　分類コードには複合主題を構成する要素が記号的に明

示されているため，コードだけでなくその構成記号から

でもアクセスできるように索引ファイルを作成すること

が可能であり，それがファセット分類の利点を活用する

ことにもなる。

　LISAにおけるレコードの重出件数は，　1979年1／2月

号では21件であるが，これは主題に関してのみである。

例えば，学校図書館と公共図書館の関連を主として扱う

文献には，HykGpAwFvとFvAwHykGpをそれぞれ分

類コードとする2つのレコードが作成される。（Awは

combination，　relationshipsなど関連を表わす。）　しか

し個々の分類コードに関しては構成要素の組合せの順序

がきめられているので重出はない。LISA印刷版では多

面的な検索は，件名索引でのみ可能なのである。

　従って，分類コードを使用して機械検索を行なう場合

には，再現率を上げるため構成要素から分類コードにア

クセスできることが必要になる。

　IRシステムでは普通どのようなキーワード（句），分

類記号が検索キーとして使用できるかを示すため，その

システムですでに利用できる検索キーのリストを出力す

るコマンドが用意されており，利用者はこのリストにも

とづいて適切なキーワード（句），分類記号などを選択

し検索を行う。LISAをデータベースとするIRシステ

ムでは，構成要素を記事検索の手がかりとすることがで

入力：

出力：

“通覧”コマンドA

　　　　　1

　　　　　2

　　　　　3
　　　　　4

　　　　　5
　　　　　6

　　　第6図

Bk／記号列

Bk
Bkbcg
Bkbp
Bkbq
Bkbqgg
Bker

構成要素の通覧

入力：“通覧”コマンドB　　Aw←一構成要素

出力： 　　1

　　2

　　3

　　4

第7図

EgrAw／分類ご綴

FvAwHykGp　1

HdAw　1
HykGpAwFv　1

分類コードの通覧

きるように，分類コードや構成要素を対象にした同様の

“通覧”コマンドが考えられる。例えば第6図，第7図

のようなリストが出力されることになる。第6図は記号

列Bkで始まる構成要素のリストであり，第7図は構成

要素Awを含む分類コードのリストである。なお記号

列はLISAデータからシフトコーードにもとづいて切り出

された構成要素そのものあるいはその部分である。また

分類コt一…ドと構成要素とが一致する場合もある。第6

図，第7図で示されたコマンドの利用により，構成要素

から適当な分類コードにアクセスし，その分類コードに

もとづいて記事が検索できることになる。

　構成要素から分類コードへのアクセスを可能にするた

めの補助ファイル作成には注意すべき点がいくつかあ

る。

　まず，CRGのファセヅト分類記号は大文字と小文字

の組合せになっており，大文字がファセヅトを表わして

いる。このため分類コードから構成要素を抽出するに

は，大小文字の識別が必要になる。LISAの完全文字セ

ットのテープでは，特殊文字（シフトコード）を用いて

大小文字の区別がなされているので，シフトコードを手

がかりにして構成要素を切り出すことになる。従って，

LISAテープは完全文字セットのものを使用しなくては

ならない。

　ところで分類コードにはBko（ASLIB），　Bji（DEW）

のような機関名や人名の省略形が使用されているが，こ

れらの分類コードをシフトコードにもとづいて機械的に

切断していくと，構成要素としてA，S，　L，1，　Bお

よびD，E，　Wが作られることになる。これを回避す

るにはカヅコ内の要素で大文字が2回以上続くものは無

視すればよい。AslibやDeweyなどの固有名は分類標

目としても使用されているから，固有名からのアクセス

は分類標目で行えるからである。カッコ内に含まれる要

素にはBw（Rm）D73，　M（664）のように，分類記号や

UDC番号もある。このうち分類記号は切り出し，　UDC

番号は無視するのが妥当であろう。（M（664）のMは資
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料を，664は食品製造技術を示す）

　2．分類標目ファイル

　分類標目は主題のクラスからではなく，“ことば”か

ら文献を検索するキーであり，　“REPORT　OF　THE

WORKING　PARTY　”，　“MUSEUMS　OF　LIBRARI－

ANSHIP　”，“ABSTRACTING　AND　INDEXING　SER－

VICES”　など句形式をとることが多い。検索精度を考

えると句形式をとるキーワードをそのまま使用して索引

ファイルを作成する方がよいが，その結果再現率が低下

するのは避けられない。例えば，部分一致・後方一致機

能を持つシステム以外では，分類標目中のキーワードと

して‘‘ABSTRACTING　AND　INDEXING　SERVI－

CES”のみが付与されているレコードを，“INDE　XING

SERVICES”からは検索出来ないからである。

　再現率の低下を回避するために，分類コードに関して

採用された方法がここでも考えられる。つまりキーワー

ド句中の重要語からそのキーワード句にアクセスできる

機能を持つことである。これは分類標目に使用されてい

るキーワード句が無統制であることを考えれば非常に有

効であろう。

　ところで，重要語からキーワー・…bド句にアクセスするに

は，システムに採録されている重要語を示すコマンドが

必要となる。第8図はその出力例を示したものである。

分類標目の中には句形式をとらないものもあるため，重

要語と分類標目とが一一致することもある。第8図ではそ

れを＊印で示している。なお重要語の抽出は，キーワー

ド南中のことばが無統制であるだけでなく誤字などもあ

るため，ストップワード・リストにもとづいてなされる

ことになろう。

入力：

出力：

‘‘

ﾊ覧”コマンドA
1

2

3

4

5

　　　　　　　　　COMPUT←一文字列

COMPUTER
COMPUTERS　＊

COMPUTING
COMPUTOR
CONPUTER
　　i　L重要語

第8図　重要語の通覧

　第9図はある特定の重要語を含むキーワード（句）を

リストするコマンドの出力例である。キーワ・・…一ド（句）

は重要語からしか探せないため，分類標目を検索キーと

する検索では，あらかじめ正確にキ・一ワード（句）を知

らないかぎり，第8図，第9図の段階を経ることにな

る。従って，この方法では，“data　bank”のように複

数個の常用語で重要概念が表現される場合は，検索もれ

が生じやすくなる。もし“data”および“bank”が常

用語とみなされれば，両直心第8図には出現せず，従っ

て第9図のコマンドも意味をなさないからである。

入力：

出力：

・鷺コマンドBLIBRARY／鞍語

1　AMERICAN　THEOLOGICAL　LIB－
　RARY　ASSOCIATION
2　BALLOTS　AND　OHIO　COLLEGE
　LIBRARY　CENTER
3　BALLOTS，　OCLC，　WASHINGTON

　LIBRARY　NETWORK
4　BRITISH　LIBRARY
5　BRITISH　LIBRARY　RESEACH　AND

　DEVELOPMENT　DEPERTMENT
　　　　　　il　T

　　　　　　　　　　キーワード句　　　　　頻度

　　　第9図キーワード句の通覧

3．件名プアイル

1

1

1

3

1

T

　件名は印刷版の件名索引を作成するためのものである

から，これをそのまま機械検索用に使用するのは無意味

である。件名は件名索引の中で他の件名との関連でとら

えられてこそ，chain　indexing手法と相まって検索キー

として有効になるからである。手検索を意図して作られ

た検索キーをそのまま使用することは，機械検索の効力

を殺すことにもなりかねない。

　従って，件名をそのままの形では検索キーとせず，カ

ッコやセミコロンを区切り記号と考え，第10図のように

構成要素に分割し整理することが考えられる。

MISINFORMATION　（THEORIES　OF　INFORMA－
TION　AND　KNOWLEDGE）
INFORMATION　（THEORIES　OF）
KNOWLEDGE　（THEORIES　OF）
INFORMATION　SCIENCE　（PROFESSION）
PROFESSION　（INFORMATION　SCIENCE）

MISINFORMATION，　THEORIES　OF　INFORMAe
TION　AND　KNOWLEDGE，　INFORMATION，　THE－
ORIES　OF，　KNOWLEDGE，　INFORMATION　SCI－
ENCE，　PROFESSION

　　　　　　　第10図　件名の分割・整理

　件名を分割・整理して得られるキーワード（句）の特

色には前節A．で言及した以外に次のものがある。

　i）分類標目中のキーワード（句）に比べ索引語とし

　　　ての特定性が低い。
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ii）

iii）

一般にキーワード（句）の数は分類標目よりも多

くなるが，分類標目中のキー一一・・ワード（句）はその

構成要素である重要語からアクセスできるため，

検索の多面性において両者間に大きな差異はな

い。

キー・・一一・ワード句には分類標目，件名のどちにも共通

なものが多い。

　以上の点から分類標目と別個に件名の索引ファイルを

作成する必要はなく，分類標目として存在しないキーワ

ード（句）のみを抽出し，分類標目の索引ファイルに加

えればよい。

　4．著者ファイル

　著者ファイルでは，個人名，団体名などの変形（表現

形式の種類）をどれだけ網羅するかが再現率に影響す

る。LISAではタグ202にその変形が収録されているの

で，それも著者ファイルに含めなければならない。

〔例〕　200：　DE　SOLLA　PRICE，　DEREK

　　　202：　PRICE，　D．　J．　DE　SOLLA

　　　　　　PRICE，　D．　J．　DE

　　　　　　DE　SOLLA　PRICE，　D．　J．

V．結 語

　IRシステムの設計では，検索機能の充実，効率の良

い処理アルゴリズムの開発など検索面に力点がおかれて

おり，データベースの特色に合致したファイルの作成と

いった蓄積面からのアプローチは，あまりなされていな

い様に思われる。しかし再現率と精度はデt一一一・タベースの

特色をいかにうまくIRシステムに反映させるかに大き

く依存する。特にLIS・4のように，統制語いではなく自

由キーワードを採用しているデータベースでは顕著であ

ろう。

　社会科学・人文科学分野でのデータベース作成がさら

に盛んになると，標準化の促進への努力が一方でなされ

ているにもかかわらず，主題分野あるいは収録されるデ

ータの種類の特色から様々の異なったタイプのデータベ

ースが生まれうる。

　古代ギリシャのプロクラスティーズではないが，現在

のIRシステムではデータベースをIRシステムに合わ

せる傾向があるように思える。しかし蓄積面にもっと力

点をおき，それぞれのデータベースに適したIRシステ

ムという考え方も増々必要になろう。

　そのためにはデータベース生産者と利用者（IR　シス

テム）との間の情報交換・コミュニケーションをより円

滑にする必要があり，データベースの形式や内容の変更

も利用者との協議のもとになされるべきであろう。機械

可読版（テープ）における変更は，印刷版の変更よりも

はるかに大きな影響を利用者に与えるからである。
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